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（1）　 “Interview / John Kenneth Galbraith,” Outlook, 
Vol. XLI, No.32 （August 20, 2001） pp.46-47.
スなどの公益事業、警察、防衛、争訟処理などである。
これらのうち、本書では、食糧保障、医薬品、生活
用水、都市ごみ、義務教育、乳幼児の保育、そして
司法を各章で取り上げている。
個人的には、公共サービスという問題を考えた理由
は、1年間ニューデリーにある大学の客員研究員とし
て滞在していたときの経験が大きい。停電は日常茶飯
事であろうことは知っていたが、実際に生活者となり
これを日々経験すると新たに気づくことも多い。たと
えば、停電時間が長いと冷蔵庫にあった食料を捨てね
ばならない、ということに気が付いた。とりわけ暑い
5月だったか、冷蔵庫に入れてあった牛乳は惨いこと
になっていた。また、停電のタイミングが悪いと蛇口
から水をえることができず、洗濯機を使えないのみな
らず、トイレを流すこともできないという事態に遭遇
した。一般に、ニューデリーの居住地域には上水道は
きているのだが、24時間供給ではない。一日に数時間
しか水の供給がないために、各建物には地下に貯水槽
があり、これに水をため、その後に屋上にある大きな
タンクに電動ポンプでくみ上げて水圧を得て建物内の
蛇口から水がでるという仕組みなのである。そのため、
停電で屋上タンクに水をくみ上げられなければ蛇口か
らは水はでない、ということになる。
ガスにしても、シリンダーが数週間で空になる。料
理をしている途中でガスがなくなり、予備のガス・シ
リンダーにつなぎかえてくれるよう建物の管理を担当
している者に伝えると、ガスを買いに行くというので、
1時間ほどかかった。当然ながら、せっかく日本から
のお土産としていただいたうどんを使った料理は残念
な具合になってしまった。
医薬品の購入も当初はとまどったものである。お腹
を下してなかなか症状がおさまらないので薬を買いに
行くと、箱から出してある、しかも6つのカプセルで
一つのシートとなっているものを、ハサミで3つに切っ
たらしい、2カプセルを渡され、これがよいと処方さ
れた。これでは本物かどうかわからないし、使用期限
も使用法もわからないので、箱ごと欲しいと交渉した
が、後に、貧困層が多いこともあり、こうした販売法
は広く普及していることを知った。
ごみ処理なども戸惑うことが多く、外国人として
ニューデリーという大都市にて相対的に裕福な暮らし
をしていてすらこうした体験は枚挙にいとまがないく
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